
           wamセミナー 天皇制を考える（7） 

 

 

天皇と戸籍 
 

 

「戸籍」について考えたことはありますか？ そもそも、戸籍ってなんのために必要なんでしょ

う？ 氏を同じくする夫婦と非婚の子を単位として戸籍が編製される日本の制度は世界をみて

も類がありません。韓国の戸籍制度は個人の尊厳と男女平等に反するとして、2008 年に廃止

されました。「夫婦別姓は時期尚早」なんていう首相もいますが、戸籍制度そのものの廃止は、な

ぜ議論にならないのでしょう？  

戸籍は血統の証明とされています。血統を唯一の根拠として存続しているのが天皇家です。

秋篠宮家の眞子内親王は、婚姻によって初めて戸籍が作られて小室眞子さんになりました。そ

もそもなぜ天皇や皇族に戸籍はないの？ 「秋篠宮」って姓じゃないの？ あれ、氏名っていうけ

ど「姓」と「氏」ってどう違うんだっけ？ これらの戸籍をめぐる疑問は、天皇制の歴史を振り返る

と、そのからくりが見えてきます。天皇の「臣籍簿」にほかならないのが戸籍です。眞子さんは旧

皇室典範にいう「臣籍降下」によって、戸籍を持つ者と同様に天皇の臣下になったといえるので

す。近代日本の戸籍制度を、植民地支配を視野に入れて幅広く研究する遠藤正敬さんをゲスト

に迎え、戸籍を軸に天皇制を考えます。 

 

日 時：2022年 4月 29日（金・休） 15:００～17:３０ 

お 話：遠藤正敬さん      

会 場：wamオープンスペース（定員 20名／予約制・先着順） 

参加費：1000円 

＊オンラインは後日オンデマンド配信のみになります。 

＊会場でご参加の方はマスクをご着用ください。 
＊新型コロナの感染状況によって、セミナー開催方法に変更の可能性があります。 
 
申し込みは右記QRコードから Googleフォームで。wam事務局にメールを 
くだされば URLをお送りします。会場参加のみ電話での申し込みも可能です。 

 

 

【ゲスト紹介】 えんどう・まさたか 

1972 年生まれ。早稲田大学大学院政治学研究科博士課程修了。博士（政治学）。専門は

政治学、日本政治史。現在、早稲田大学台湾研究所非常勤次席研究員。宇都宮大学、埼

玉県立大学、東邦大学等で非常勤講師。著書に『近代日本の植民地統治における国籍と

戸籍――満洲・朝鮮・台湾』（明石書店、2010 年）、『戸籍と国籍の近現代史――民族・血

統･日本人』（明石書店 2013 年）、『戸籍と無戸籍――「日本人」の輪郭』（人文書院、

2017年、第 39回サントリー学芸賞受賞）、『天皇と戸籍――「日本」を映す鏡』（筑摩書房、

2019年）、近著に『犬神家の戸籍――「血」と「家」の近代日本-』（青土社 2021）。  

 

 

   主催：アクティブ・ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」(wam) 
東京都新宿区西早稲田 2-3-18 AVACOビル 2F 〒169-0051 

t 03-3202-4633  f 03-3202-4634 wam＠wam-peace.org 



wam

 

wamは、「女性国際戦犯法廷」（2000年、東京）から 20年の節目にあたって、 

2020年9月から天皇制由来の「祝日」のうち4日間を「祝わない」ために開館することにしました。 

天皇の戦争責任・植民地支配責任を問い、天皇制を維持してきた責任を見つめなおすために、 

タブーなく天皇制について議論できる「場」をつくっていきます。 

 

■これまでのセミナー 

第1回 2020 年 11月 3日 

テーマ：叙勲・お言葉・思いやり…天皇と「国民」を結ぶもの―「明治節」に考える― 

お 話：池田浩士さん（京都大学元教員） 

 

第2回 2021 年 2月 11日 

テーマ：桜の国の悲しみ、菊の国への抗い―「紀元節」に伝えておきたいこと 

お 話：石川逸子さん（詩人） 

 

第3回 2021 年 2月 23日 

テーマ：「歌会始」が強化する天皇制―序列化される文芸・文化 

お 話：内野光子さん（歌人） 

 

第4回 2021 年 4月 29日 

テーマ：「昭和の日」に記憶する天皇の戦争責任～近年の研究成果から学ぶ 

お 話：山田朗さん（明治大学平和教育登戸研究所資料館館長） 

 

第5回 2021 年 11月 3日 

テーマ：近代天皇と家族の表象 

お 話：北原恵さん（大阪大学元教員） 

 

第６回 2022年 2月 11日 

テーマ：近代天皇制がつくってきた差別―水平社宣言から100年を機に考える 

お 話：黒川みどりさん（静岡大学教員） 

 

◆◆◆第8回は2022年 11月 3日を予定しています◆◆◆ 

詳細は次号『wamだより』発送およびウェブサイトにてお知らせします。お楽しみに！ 

 


